
令和４年度 小平第三中学校 授業改善推進プラン  
国語科  ３年生  

 

１  日常の学習状況について  

本校現３年生の国語の学習状況については以下のような特徴が見られる。  

・  落ち着いて学習に臨むことができており、授業中の活動にも真剣に取り組むことがで

きている。昨年度より、ノートやワークシートの記述が具体的になり、考えを深めるこ

とができる生徒が多くなった。一方で、発言する生徒が固定化しており、積極性に欠け

る面もある。  

・  一斉授業の中で流れについて行けない生徒に対し、個別の支援が必要な場合がある。  

・  「知識・技能」については、生徒によって習熟度に差が見られる。歴史的仮名遣いや文

法等、基礎的な部分に苦手意識をもつ生徒が３年生の内容について行けていない。  

・  「思考・判断・表現」については、基礎的な読解力は身に付いているものの、読解した

内容に対して自分の意見をもつことが苦手な生徒が多い。また、人に自分の意見を伝え

たり、表現したりすることが苦手な生徒が多い。  

・  タブレットを用いた授業では、意欲的に活動に取り組む生徒が多いため、生徒間での意

見の共有等に活用している。  

 

２  中間考査、期末考査等の結果を踏まえて   

・  基本的な読解力が身についている生徒は多いが、語彙力や表現力などが不足している

生徒もいる。  

・  漢字の「読み」「書き」については、教科書本文に出てくる熟語等の正答率は高い。一

方で熟字訓や熟語の構成等の正答率は低く、漢字に関する知識が不足していることが

分かった。  

・  「文法」については、既習の知識を使って文章の間違いを探す問題の正答率が低い。知

識があっても、それを活用するまでには至っていないことが分かった。  

・  「読解力」については、書き抜き問題や文章の構成に関する問題は正答率が高い。解答

を本文に基づいて考えることができている。  

・  「記述力」については、問いに正対する答え方ができていない面がある。文末表現や原

稿用紙の使い方等を復習するとともに、要旨や結論を端的に見つけることが今後の課

題である。  

 

３  学力に関する状況  

 以上のことから本校現３年生の国語の学力については以下のような傾向が見られる。  

・  意欲的に授業に取り組む姿勢が整っており、他の生徒の意見から学んだり、それを踏ま

えて自分の意見を発展させたりしようとする姿勢をもった生徒が多い。  

・  習熟度や意欲の差が生徒によって大きい。  

・  自分の意見を全体で発表したり、表現したりする力が不足している。  

・  原稿用紙の使い方や問いに正対した文末表現等、基礎的な知識の復習の必要がある。  

 

４  教科の課題  

（１）学習面  

・  全体で自分の意見を発表することが苦手な生徒が多い。  

・  主体的に復習に取り組むことができている生徒が少ない。   



・  自分の考えを文章の構成に沿って組み立てたり、具体例を挙げて考えたりすることが

できる生徒が少ない。  

・  問題の意図を理解することができるよう、様々な問題の形式に慣れる必要がある。  

・  国語が苦手な生徒に対して、本文を正確かつ丁寧に読み解いていく練習が必要である。 

 

（２）指導面  

・  一斉指導のあと、個別に指導する時間を確保する。  

・  漢字や新出語句の学習だけでなく、読書、話合い活動などの中で新しい言葉と出会い、

自ら必要に応じて使うことができるよう日々の授業の中で指導する。  

・  生徒一人一人に役割をもたせた話合い活動をする。  

 

５  授業改善について  

（１）学習面  

・  新出語句を身に付けたり、辞書を引く時間を確保したりすることで活用できる語彙を

増やし、語感を磨く。  

・  便覧を活用し、国語に関する知識を身に付けさせる。  

・  ワークシートを活用し、文章理解力や表現力を身に付けさせる。  

・  言語事項等について、知識を活用して考える課題に取り組ませることで、学習内容と生

活を結びつけて考えさせる。  

・  多様な文章に触れ、要旨や筆者の意見を明確に捉える力を養う。  

・  単元ごとの振り返りの活動等を通して、文章の内容に関して自分の意見をもち、表現す

る力を養う。  

・  作文や意見文、プレゼンテーションなどで生徒同士の意見を交換する活動を充実させ、

情報の受け取り手としての視点をもたせることで、自分の表現を客観的に見つめなお

す力を養う。  

・  発表の型や方法を提示することで、発表や発言に対する苦手意識を減らす。  

・  様々な形式の問題に取り組ませることで、問いに正対した形で答えることができる力

を養う。  

・  字数等の制限がある記述の問題の練習を定期的に行い、文章の構成力を高める。  

 

（２）指導面  

・  授業の流れや目標を明確にすることで、生徒に５０分間の見通しをもたせる。  

・  生徒のつまずきに応じて教材を活用し、きめ細やかな指導を行う。  

・  活動の前に自分の意見や考えをまとめる時間を確保するとともに、発言しやすい雰囲

気やグループワークのルールを作る。  

・  評価のポイントを明確にし、生徒が目標をもって学習に取り組めるよう指導を行う。  

・  机間指導をし、個別に指導できる時間を確保する。  

 

６  成果の確認  

この「授業改善推進プラン」の成果については、令和４年度末に以下の方法で評価する。 

（１）観点別学習状況の評価の学期ごとの比較  

（２）中間考査、期末考査の結果の考察  

（３）授業で使用したノートやワークシート、授業に関するアンケートの考察   



令和４年度      小平第三中学校 授業改善推進プラン 
                           社会科３年 

１ 日常の学習状況について 

  社会の動きや世界の出来事についての関心が高く、しっかり学ぼうとする生徒が多い。さらに復習

に力を入れる生徒が増え、基本的な知識・理解ができている。しかし、定着状況の個人差が大きい。そ

こで、指導者が授業内で復習を促す発問や定着を確認する課題を行う。常にどこにつまずきがあるの

かを指導者が情報収集をする必要がある。 

 

２ 定期考査等の結果を踏まえて 

「知識・技能」の正答率が高い。一方、定期テストの「思考・判断・表現」の正答率は昨年度よりも

高くなってはいるが、「知識・技能」の正答率に比べるとやや低い傾向にある。特に、資料の読み取り

を文章で簡潔にまとめる問の正答率がやや低い傾向にある。こういった問題に十分に慣れていない生

徒もいるため、課題プリント等で取り組ませるとともに、考える力や資料を読み取る力を高める学習を

意識的に授業に盛り込んでいる。 

 

３ 学力に関する状況 

  授業では、基礎基本となる知識・理解をおさえつつ、興味・関心がもてるような具体的な視聴覚教

材を提供し、意欲的に授業に取り組む姿勢を養っている。また、毎時間、学習内容をわかりやすくまと

めた授業プリントを作成している。ほとんどの生徒が授業だけでなく、復習やテスト勉強に授業プリ

ントを活用している。授業中の話をプリントにメモする生徒も多く、授業に集中して取り組もうと努

力する生徒、学習意欲の高い生徒が多い。 

 

４ 教科の指導上の課題 

(１) 学習面 

 グラフや図などを読み取り、年表などを活用して、資料活用能力や考える力を伸ばす学習をよ

り進めていくことが必要である。 

(２) 指導面 

① 以下のような指導を行ってきたことについては成果が上がったものと考える。 

・単元ごとの授業プリントをノートの代わりとして活用したこと。   

   ・授業プリントに「調べよう」「考えよう」「読み取ろう」など課題を取り入れたこと。 

   ・資料を活用してのレポートまとめや年表まとめなど、継続的に課題に取り組ませたこと。 

②指導面での問題点・今後の課題として、以下のことが挙げられる。  

   ・「思考・判断・表現」能力をより伸ばすため、考えを主体的にまとめるなどの課題の難易度を少

しずつあげる。 

   ・小テストの取組が不十分な生徒に対する個別指導を行う。 

   ・家庭学習が定着するよう、復習の仕方、単元ごとのまとめ方など、学習方法の指導を行う。 

 

  



 

５ 改善の計画 

(１) 学習面 

① 授業進度に遅れが生じないよう、計画的な授業展開を進めると共に、授業時数の確保に努め

る。 

② 社会科に対する興味関心を一層深め、発問の工夫や課題を解決するための意見交換や発表な

どによって、生徒が主体的にかかわる授業に努める。 

③ デジタル教科書や視聴覚教材などの ICT機器を積極的に活用し、内容理解を助けていく。 

(２) 指導面 

① 生徒の興味関心を高めるよう教材の開発、指導能力の向上に努める。 

② 生徒の主体的な学習を重視し、資料活用能力や、思考力・表現力の育成を重視し、歴史的・

公民的資質を養う。 

③ 言語活動を積極的に取り入れた指導計画に基づいた授業を行う。 

 

６ プランの評価方法 

(１) 定期考査・小テスト・日常の授業の見取りにより、生徒の到達度を測る。 

(２) 資料を読み取る力、知識を活用する力、主体的に問題を解決しようとする力などが育成できたか

どうか確認し、指導の参考とする。 

授業評価アンケート等を踏まえながら、生徒の理解度や授業内容の確認と改善を行う。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度  小平第三中学校 授業改善推進プラン 
 数学科 ３年生 

 

１ 日常の学習状況について 

   ３年生の数学の学習状況については以下のような特徴が見られる。 

（１） 授業への取組は意欲的で、基礎的な四則計算の理解度は高いが、分数や小数、累乗の混ざった

応用の計算問題ではミスが目立つ。 

  （２）「因数分解」「２次方程式」の基本的な計算などの理解度は高い。しかし分数を含む計算問題や 

２次方程式の利用の問題などは、定着しておらず、解かずにあきらめてしまっている生徒もい

る。 

（３）「思考力・判断力・表現力」を必要とする問題を解く力は不足しており、正答率が低くなってい

る。 

このことから、解き方の暗記で答えていることが予想できる。応用力が身についていない生徒 

が多い。 

 

 

２ 学力調査・中間考査、期末考査等の結果を踏まえて  

（１） 第１回確認テストの結果では基本的な知識・技能は身についていることが確認できた。 

（２）１学期中間考査、期末考査では、思考力・判断力・表現力の得点が低く、応用力が不足してい

る。 

 

３ 学力に関する状況 

      以上のことから本校の現３年生の数学の学力については以下のような傾向が見られる。 

（１） 基本の計算問題、特に整数の計算についてはできるが、分数、小数の計算や１年次の図形に関 

しての問題、２年次の確率、３年次の方程式の利用等で考えて問題を解くことを苦手としてい

る。また、文章題などの融合問題などの「思考力・判断力・表現力」を問う力が不足している

生徒が多い。 

 

４ 教科の課題 

（１）学習面 

   ・授業に前向きで、意欲的に学習に取り組んでいる部分を良さも大切にする。 

   ・文章題など考えて解く問題の解法について理解を高める必要がある。 

   ・定期考査前の学習や長期休業中の学習教室を利用して、苦手にしている生徒の学力向上を図る。 

 （２）指導面 

   ・個別指導では、ある程度の理解に達するが、一斉指導での理解度が低い。 

・単級の授業展開により、理解度の差が激しく、授業の進度の調整が難しく、未定着のまま、授業

が進んでいくことがある。 

 

 

   



５ 授業改善について 

（１） 学習面 

・問題演習の充実 

      毎時間授業内で問題演習が必ずできるように時間を確保する。 

・問題集の自主的な学習の習慣化の徹底 

         問題集の提出と定期テストを定例化し、何をすればよいのか等の目標をもった学習ができる 

ように指導する。 

・応用問題の充実 

 形式的に解ける問題だけではなく、文章題や 1・２年次の学習内容を定期的に取り入れる。 

・夏の学習教室の実施 

 補習教室を通して、休校中の学習内容や１・２年次の総復習をして学び直しをする。 

・放課後・質問教室等の補習教室の充実 

 基礎計算が定着していない生徒、休校中の課題の理解不足生徒への、反復指導を行う。 

 

 

 （２）指導面 

    ・問題集の確認後、理解力の不足している生徒に対して質問期間を設定し適切な指導を行う。 

 ・反復練習によって、計算の基礎を身に付けさせる。 

 ・補習教室によって、定着が不充分な生徒の学力を付け、復習テスト等を行う事で、理解度を 

確認出来るようにする。 

 ・問題解決型の授業を活用し、生徒の興味・関心を伸ばすことを心がける。 

 

６ 成果の確認 

この「授業改善推進プラン」の成果については、令和４年度末に以下の方法で評価する。 

（１）観点別学習状況の評価の学期ごとの比較 

   （２）中間考査、期末考査の結果 

   （３）第２回確認テストの結果 

   （４）数学授業のアンケート 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 小平市立小平第三中学校 授業改善推進プラン 

理科 ３年生 

１ 日常の学習状況について 

課題に対し、観察・実験を行い、結果を基に課題解決し、日常生活との関連を考えながら学習してい

く授業に取り組ませている。 

また、観察や実験に対してグル－プ内でプリントを見ながら取り組み、結果からグル－プ内で考察す

るように指示を出している。基礎的な知識を身につけている生徒は多く、中には事前に予習などをして

実験の内容をよく理解し行っている生徒もいる。 

提出物や宿題も多くの生徒が期限を守って取り組んでいる。ただ、提出できない生徒は限定されてお

り、家庭との連携を深める必要性を感じている。 

２ 中間考査、期末考査等の結果及び全国学力調査を踏まえて 

理科のワークの内容と同じような問題でも、思考をともなう問題、数学的な文章問題については、正

解率が低く、暗記が必要な知識に関する問題、日常生活との関わりに関する問題については正解率が高

かった。 

課題は、課題解決するための方法を考える力、何を問うているか読み取る力＝読解力、正確な知識を 

身につける力＝語彙力の３項目である。そのためには、課題解決のための方法を発問する授業、読解力

の向上を目的とした授業展開を導入していく。また、基礎的な知識が身についていない生徒へのはたら

きかけと、学習援助が必要であるため、協同学習の形態を取り入れていく。 

３ 理科の学力に関する状況 

（１）多くの生徒が理科に関心をもち意欲的に取り組んでいる。協同学習の場面では、発問に対し積極的

に取り組み意見を交換する生徒が多い。ただし、日常の生活体験と理科の学習内容が結びつくことに

気付かない生徒は少なくなったが、そのしくみを理解できない生徒は多い。 

（２）自然の事象に対し、その説明や理由を思考説明することが苦手な生徒が見られる。課題とその答え

に丁寧に対応し、自己肯定感を高揚させるように対応していく。 

４ 教科の課題 

（１）各単元の共通する課題は、生活体験を踏まえて事象・現象や手順の理由を考察、理解していくこと

が苦手である。 

（２）分かりやすい説明や指示、取り組みやすい課題によって、一人一人が実験の予想や考察・理由など、

「気づき」を探求できる場面を積極的に設定していくことが課題である。 

５ 授業改善について 

（１） 知識の定着が低い生徒が少なからずいるため、小テスト、学習カ－ドを活用して知識の定着を図る。 

（２）実験装置の取り扱いは、実験操作時での説明及び定期考査に出題し、実験技術を向上を図る。 

（３）プリント・ワ－ク・定期考査を通し、文章を書いて説明する機会を増やし、論理的な思考を正確に

表現できる読解力の向上を図る。 

６ 成果の確認 

（１）授業の取り組み状況や実験レポートの内容を基に、事象への興味や関心、学習内容の理解度を確認

する。  



２）定期考査や実験のプリント等の成果で比較分析する。 

（３）授業アンケートの結果を考慮し、思考力・判断力を向上させ、自己解決能力の養成に努める。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度  小平第三中学校 授業改善推進プラン 

 音楽科 ３年生 

 

１ 日常の学習状況について 

３年生の音楽科の学習状況については、以下のような特徴が見られる。 

（１）授業への取り組みは意欲的で明るく前向きに取り組む姿勢が見られる。      

（２）鑑賞の授業では、作曲家や楽曲の解説等を ICTの授業として動画を活用している。    

鑑賞の能力に関しては感じる力は柔軟で、素直に表現できているが文章力が乏しく気持を表

現しきれていない生徒がいる。 

（３）新型コロナウイルス感染予防により、１学期に「アルトリコーダー」の授業が行えなくなったため

に「リズム練習」を行った。「リズム練習と表現」については、基礎的なリズムと発展的なリズム

によって表現が深まった。 

 

 

２ 授業での生徒の様子を踏まえて 

（１）授業評価アンケートの結果より、本時の目標やねらいをホワイトボードによっての提示を行って     

いるが、より細かくわかりやすく説明を行う必要がある。また、鑑賞以外でのＩＣＴ機器の使用を

効果的に取り入れた授業に取り組む必要がある。 

 

３ 学力に関する状況 

音楽科の学力については､以下のような傾向が見られる。 

（１）表現の工夫に関しては、意欲的に考えて工夫していく力を身に付けさせたい。「歌唱・合唱」

の授業では音楽祭とタイアップさせ、パート練習や発声練習など、主体的に活動し、お互いを

高め創意工夫していくことがこれからの目標となる。 

（２）楽典・知識に関しては、実技に取り組みながら触れてはいるが、定着が難しい生徒もいる。定

期考査前は、プリントやワークブックを使用して復習させ、朝学習に取り組ませることによ

り、学習内容の定着を図っている。 

（３）定期考査では、音楽ワークを活用し、知識を深めることができる。テスト後も繰り返し学習に役立

てることができる 

 

４ 教科の課題 

（１）学習面 

    ①「鑑賞」では音楽表現の共通性や固有性を自分なりに考え、曲想と音楽の構造との関わりを理

解できるような授業の進め方、教材等が必要である。 

  ②「歌唱・合唱」は、発声・言葉の発音・身体の使い方等、また「器楽」では、身体の使い方等の

創意工夫を生かし、曲にふさわしい表現ができるための技能を身につけさせる必要である。 

  ③楽曲のもつ様々な音楽的特徴について思考･判断したことを「歌唱・合唱」や「器楽」で表現でき

るような指導の工夫が必要である。  



（

２）指導面 

① 「鑑賞」の授業における「日本の伝統音楽」を親しみその良さを味わうことができ、「鑑賞」

への意欲が高まった。                           

② 「歌唱・合唱」、「アルトリコーダー」では、技術を高め、正確な音高と曲想に合った表現力を

作れるようにする。また、自分の思いをことばや文章、楽器で表現できるように指導してい

く。 

③ 「リズム練習」と「アルトリコーダー」については、正確なリズムでの表現ができるように細

やかな指導に取り組むようにする。 

 

５ 授業改善について                            

（１） 学習面 

①  自己表現のみにならず、グループ活動の実施・自己評価ができる資料により、フィードバック

を通して音楽の表現能力を高めていく。 

② 教室のスペースを有効的に活用できるような工夫する。(教材機器の利用) また、「鑑賞」の

タブレットを使用した授業への取り組みを考えていく。 

（２） 指導面 

① 実際の授業の進み具合を基に、指導計画の見直しを図り、全領域｛表現(歌唱･器楽･創作)鑑賞｝

にわたって無理のない指導計画を実施する。 

② 特に「鑑賞」の授業ではホワイトボードやＤＶＤ等の視聴覚教材を多く活用して視覚的に

解説する事によって理解を深めていく。 

  

６ 成果の確認 

   成果については、「定期考査の正答率」や「音楽授業の評価」など確認をして改善を行う。 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度  小平第三中学校 授業改善推進プラン 
   美術科  ３年生 

１ 日常の学習状況について 

(１）授業への取組は大半の生徒が意欲的にしっかりと行っている。 

(２）構想での柔軟な発想が、作品に活かされていない状況がみられる。 

(３）制作で、無難な方法を選ぶ傾向がある。 

 

２ 授業での様子を踏まえて 

課題に対して、真摯に向き合い取り組む姿勢が多くの生徒にみられる。疑問に対する質問も活発で、課題に

向き合うことができる。発想構想を活かせる活動につなげたい。 

３ 学力に関する状況 

(１)課題への取り組みは意欲的である。 

(２)技法や用具について理解しているが、それらを工夫して発想や構想を深める生徒が少ない。 

 

４ 教科の課題 

（１）学習面 

①柔軟な発想から、制作に取り組み、創意工夫する姿勢を高めていきたい。 

②自ら考えて、課題を解決する方法を導き出せる生徒が少ない。 

 

（２）指導面 

①意欲的に質問をする生徒が多いが、発想が作品制作に生かしきれない生徒が多い。 

②自分自身の作品制作に最適な用具を選択、活用できる技能を定着させたい。 

 

５ 授業改善について 

（１）学習面 

①テーマ設定を行い、どのような作品をつくるのかよく考えた上で作品制作を行う。また、構想の段階 

でどこに疑問や不安があるのかをワークシートにまとめさせる。 

②様々な技法を例に挙げ、柔軟な発想で制作ができるように指導を行う。 

 ③制作・鑑賞などのポイントを整理し、自ら内容を深められる工夫をする。 

（２）指導面 

①机間指導の中で教員が質問をし、自ら考えて制作する環境にさせる。 

②技法や制作手順などを、タブレットや実物投影機等の ICT 機器を用いて説明する。 

③明確な評価規準の下、適切な評価が行われることを説明し、評価のポイントを理解させた上で授業 

を行う。 

 

６ 成果の確認 

年度末に実施する授業評価アンケート、及び作品の評価により検討する。  



 

令和４年度  小平第三中学校 授業改善推進プラン 
  保健体育科  ３年生 

 

１ 日常の学習状況について 

（１） 全体的に授業への参加状況は良く、体育委員を中心に準備運動を行うなど日頃の授業から積極的に取り 

組んでいる。 

（２）社会環境や生活様式の変化に伴って、運動の機会の減少などによる基礎体力の低下が課題である。 

（３）苦手な単元への取り組む意欲に、個人差がみられる。 

２ 体力調査・アンケート等の結果を踏まえて 

（１） ストレッチ体操や補強運動を正確に行い、柔軟性、筋パワーの強化を図る。 

（２） ICT機器や映像資料などを活用し、ねらいを明確にしながら、わかりやすい授業を実践する。 

３ 体力に関する状況 

（１）全体的に、保健体育学習への興味関心は高く、積極的な態度で臨むことができる。 

（２）運動に参加する意欲は見られるが、基礎体力が低く、怪我をする生徒がやや多く見受けられる。 

（３）運動や健康・安全に関する知識や、自己管理能力が徐々に身についてきている。 

（４）仲間と共に協力して運動に取組む姿勢が出来てきている。 

４ 教科の課題 

（１）学習面 

①日常生活の中での体を動かして人と競いあう機会が減少してきている。また、日頃からスポーツをしてい

る生徒とそうでない生徒との間に運動体験の差が生まれてきている。 

②単元に応じて、安全面に配慮し、ねらいに準拠した指導を行う。 

（２）指導面 

①運動が「好き・得意」な生徒が「嫌い・不得意」な生徒とともに教え合い、学び合える環境をつくる。 

②集団行動を重んじると同時に、安全への配慮を意識した指導体制を整える。 

５ 授業改善について 

（１）学習面 

①運動に対する苦手意識をなくすと同時に、基礎体力と運動の基本的な技能の向上を目指す。 

②ペア・グループ学習を通して運動の比較、考察を行い、理解を深められるようにする。また集団で学びあ

う中で運動の基本的なルールやマナーを身に付けるとともに、協力してできるようになった成功体験が味

わえるような授業をする。 

③学習カードを活用して、運動の苦手な生徒でも体育学習における成果を発揮できるようにする。 

  ④保健分野では「健康な生活と病気の予防」に重点に置き、生涯を通じて自らの健康や安全を管理する力を

身に付ける。 

（２）指導面 

①指導のねらいを明確にするとともに一人一人の達成状況を教員が把握し、スモールステップで生徒が課題

解決に主体的に取り組めるようにする。 

②ペア・グループ学習、体ほぐし運動などを取り入れ、仲間と共に、積極的に学び合える環境をつくる。 

③集団行動を徹底して行い、ケガの防止だけでなく質の高い学習ができるようにする。 

    ④補強運動を強化するとともに、指示や準備・移動を工夫し、運動量を増やすよう努力する。 

６ 成果の確認 

スポーツテストの結果を生かし総合的に体力を付けていく。  



令和４年度  小平第三中学校 授業改善推進プラン 
   技術・家庭科 ３年生 

 
１ 日常の学習状況について 
 

３年生の技術・家庭科の学習状況については、以下のような特徴が見られる。 

（１）全体的に落ち着いて授業に取り組めている。 

（２）知識・技能においては、生徒の家庭環境・生活体験が大きく影響している。 
 
 

２ 期末考査等の結果を踏まえて 
 

設問に対して適切な語句で解答できている生徒が多く、基礎的な知識はある程度定着していると 

感じた。思考力・判断力・表現力を問う問題では、授業の理解度により差が見られた。 
 
 
３ 学力に関する状況 
 

 １・２より、本校の現３年生の技術・家庭科の学力については、以下のような傾向が見られる。 

（１）得た知識をさらに深める思考力・判断力・表現力の定着には個人差がある。 

（２）技能の定着度には差があるが、一つ一つの作業を丁寧に進めようとする姿勢が見られる。 
  
４ 教科の課題 
 
（１）学習面 

知識・技能を日常生活でどのように生かすかというような発展的思考ができていない。 

（２）指導面 

技能面でサポートが必要な生徒への配慮が欠けている。また、生徒が身近に感じられるような授

業展開ができていない。 
 
 

５ 授業改善について 
 
（１）学習面 

① 日常生活に基づいた学習題材の導入 

生活課題の発見と解決に向け、主体的に学ぶことのできる学習題材を取り入れ、思考力・判

断力・表現力を身につける。 

   ② 生徒の個性を生かした製作実習 

     作業の効率化を図り、生徒が工夫したことを具体化できる時間を確保する。 

（２）指導面 

① 指導と評価の一体化 

     指導と評価を一体化するべく、評価の過程をできるだけ透明化し、どの部分を補えばよいか 

     理解できるようにする。また、授業のねらいをはっきりとさせる。 

② 特別支援教育の視点に立った教材提示 

        特別な支援の必要な生徒など個別に配慮が必要な生徒が、授業を受ける際に理解できるよう 

に、学習内容の提示方法を工夫する。また、実習の際は手順を何度でも確認できるようにＩ

ＣＴを活用する。 

  

６ 成果の確認 
 

この「授業改善推進プラン」の成果については、令和３度末に以下の方法で評価する。 

（１）観点別学習状況の評価の学期ごとの比較 

（２）期末考査の結果や作品  



令和４年度  小平第三中学校 授業改善推進プラン 
     英語科 ３年生 

１ 日常の学習状況について 

（１）授業に向かう姿勢は概ね真面目で、音読練習、コミュニケーション活動にも意欲的に取り組んで 

いる生徒が多い。 

（２）新出単語調べや本文写しなどの宿題はほぼ全員がやってから次の授業に臨んでいる。ただ、指示 

された課題以外で、自らわからない語句を調べたり、自分なりに内容を読み取ろうとするような 

作業は億劫に感じる生徒が多く、授業で質問され､初めて自分がわかっていなかったことに気づく 

様子が見られる。 

 

２ 定期考査を踏まえて 

（１）指示した範囲の文型についての問題は正答率が高くなっている。 

（２）初めて読む英語長文については読解の速度に個人差があり、生徒の苦手意識も高い。 

（３）簡単な英語を使って自分のことについて短い文を作ることは比較的できている。 

 

３ 学力に関する状況 

（１）知識・技能 

・基本的な文を読む、書く、話す、また聞き取ることはだいたいできる。 

（２）思考・判断・表現 

・新出表現や文法を用いたコミュニケーション活動は活発に行える。 

   ・話題を広げるために、既習表現・文型を加えることには個人差があり、以前できたことを難しい 

と感じている生徒もいる。 

   ・長めの英文から必要な情報を聞き取ったりすることができるが、長文読解については目にした 

    英語の量に初めからあきらめてしまう生徒もいる。 

   ・英語でのスピーチにはあまり抵抗なく取り組めている。 

 

４ 教科の課題 

（１）学習面  

・与えられた課題についてはほとんどの生徒が意欲的に取り組んでいるが、わからない、あるいは

忘れてしまった語彙・表現をそのままにしている生徒も多い。 

・現在学習していることについてはよくできているが、反復練習が少なく忘れてしまうため、使用

できる表現・語彙がなかなか増えていかない。 

   ・スピーチやプレゼンテーションの原稿作成時に、既習の表現を使わずに日本語の文法に英単語を 

当てはめようとする生徒がいる。あるいは、インターネットの翻訳機能を使ってそのまま書いて 

しまう生徒が、どうしてそうなるのかを自分で理解していない。 

   ・教科書以外の英文に触れる活動が少ない。 

（２）指導面 

 ・４技能の活動をバランスよく配した授業の確立。 

   ・デジタル教科書以外の ICTの活用。 

   ・個別指導の時間確保。 

  



５ 授業改善の計画 

（１）学習面  

   ・家庭学習時にわからない語彙・語法について自ら調べる習慣をつけさせる。翌授業での発問や生

徒からの質問を促すことで、自ら学ぶ意欲を喚起していく。 

   ・三年間の既習事項を、ワークシートや問題集を用いて復習させていく他、授業の中でも繰り返し

既習事項の確認をし、使える表現を増やしていく。 

   ・授業の最初の短時間を用いて長文ドリルに取り組み、新しい英文を読み取ることに慣れさせる。 

   ・英作文の機会を増やす。 

（２）指導面 

   ・ペア・グループ・クラス全体でのコミュニケーション活動の行い方を定型化し、短時間で素早く、 

    できるだけ多くの回数実施していく。 

   ・タブレット活用場面を作る。 

   ・小テスト、夏休み学習教室、放課後質問教室の利用。 

 

６ 計画の評価方法 

（１）定期考査、観点別学習状況の評価の学期ごとの比較。 

 （２）CAN-DO リストを考察したうえでの評価。 

 （３）学期終わりに授業に関するアンケートを実施し、生徒の達成感を考察。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度  小平第三中学校 授業改善推進プラン 

                               道徳 ３年生 

 

１ 日常の学習状況について 

道徳の学習状況については以下のような特徴が見られる。 

(1) 年間指導計画に沿って、学級によらず同じ内容項目、同じ題材で教科書を利用して指導している。 

扱う題材にもよるが、小グループでの意見交換の機会を利用して、一人一人の考えや思いが発表できるよ

うにしているが、自分の考えを述べることを難しく感じている生徒は少なくない。 

また発表された内容に対して、対立する意見はもちろん、共感できる気持ちでさえ表現できない生徒も多

い。多感な時期にある「道徳授業」の難しさを常に感じる。 

(2) 本校のこれまでの調査や研究からは、自己肯定感をもてない生徒が多い傾向にある。 

(3) 「考え、議論する」授業に結びつけていくために、題材に触れる、自分の考えをまとめる、小グループで

意見交換をする。ホワイトボートを活用し各グループの発表から他者の考えに触れる、発表を通して感じ

たことを再度まとめる。という授業スタイルの定着を図っている。 

(4) 振り返りに使用するワークシートに、理想とする考えや答えを記述する生徒が多い。自分の思いを素直に

書いているかどうかがわかりにくい。 

 

２ 日頃の学校生活の様子を踏まえて 

(1) 規範意識を高める、人権感覚を磨く、社会性を身につける、反省を生かした学習や生活を心がけるなど、

徳目の理解はできていても、実際の生活の様々な場面で、学習の成果が生かされているとはいえない。 

(2) 「主体的に考え、議論する」授業を通して、相互理解を深めていくこと、様々な感じ方や考え方があるこ

とを理解できるようにしたい。 

 

３ 教科の課題 

(1) 学習面 

・教科書を活用し、学習指導要領に沿って確実に指導を継続できているが、学校行事等で計画通りに進行 

できていないときがある。 

・グループ学習の意見交換により、個人の学習活動の評価と他者の考え方の情報共有ができている。また

ポ－トフォリオを使用することで個人の考えの変容をつかみやすくなった。 

(２)指導面 

・指導案を参考に、発問の内容、生徒意見の吸い上げ方、終末の締めくくり方などの指導力、実践力の向 

上。 

 

４ 授業改善について 

(1) 学習面 

・教科書の題材によっては視聴覚教材を取り入れて、生徒が学習内容を身近に感じられるよう工夫をする。 

・グループ活動での一人一人の学習活動も記録できるようなグループ会議のワークシート（ポ－トフォリ 

オ）を作成する。また、振り返りに利用するワークシートが主発問に対しての感じ方や考え方が明確に 

なるような設問にする。 

(2) 指導面 

・指導方法を話し合い、指導者が学級の実態に即して指導できるように指導技術の交流、向上を図る。 

 

５ 成果の確認 

この「授業改善推進プラン」の成果については、令和４年度末に以下の方法で評価する。 

(1) 学習毎の「ワークシート」の分析、学期末の振り返り「学期の反省」の記述内容。 

(2) 学校評価において、道徳の授業について生徒・保護者アンケートを実施する。  


